
東海国立大学機構 Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト産学連携オープ

ンラボ利用内規 

(趣旨) 

第 1 条 東海国立大学機構 Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト（以下「岐阜

サイト」という。）の産学連携オープンラボ利用に関し必要な事項は，この内規の定

めるところによる。 

(管理責任者) 

第 2 条 岐阜サイトに，管理責任者を置き，岐阜大学学術研究・産学官連携推進本部長

(以下「本部長」という。)をもって充てる。 

2 管理責任者は，岐阜サイトの管理に関する業務を掌理する。 

(定義) 

第 3 条 産学連携オープンラボとは，岐阜サイトにおいて，貸し出しを行う，オフィス

仕様及び実験室仕様の室をいう。 

  (利用目的) 

第 4 条 産学連携オープンラボは，次の各号に掲げる事項に利用するものとする。 

 一 機構における共同研究等による企業の活動に資すること 

二 機構におけるスタートアップの活動に資すること 

三 機構におけるオープンイノベーションを創成する産学交流に資すること 

四 その他本部長が適当と認めた事項 

(使用資格者) 

第 5 条 産学連携オープンラボを使用することができる者は，次の各号のいずれかに該

当する者とする。 

一 第 4 条に掲げる活動を行う者 

二 その他本部長が適当と認めた者 

(使用申請) 

第 6 条 産学連携オープンラボの使用を希望する者は，別紙様式 1 により，本部長に申

請しその承認を受けなければならない。 

(審査) 

第 7 条 本部長は，産学連携オープンラボの使用を希望する者から，申請があった場

合，当該産学連携オープンラボ使用承認の可否について，次条に規定する審査を経

て，その決定を行うものとする。 

(審査会) 

第 8 条 産学連携オープンラボの使用承認については，岐阜大学学術研究・産学官連携

推進本部運営会議（以下「運営会議」という。）において審査する。 

2 審査は，申請者から提出された申請書に基づき，審査を行う。 

(使用承認の通知) 



第 9 条 本部長は，産学連携オープンラボの使用承認を決定したときは，申請者に対し

て別紙様式 2 により通知し，東海国立大学機構学術研究・産学官連携統括本部長へ審

査結果を報告するものとする。 

(使用期間) 

第 10 条 産学連携オープンラボを使用できる期間は，1 回の申請について 3 年までとす

る。ただし,第 12 条の規定に基づき，使用期間を延長する場合は，1 回の申請について

3 年までの範囲とする。 

(成果の報告) 

第 11 条 申請者は，本部長の求めに応じて，産学連携オープンラボにおいて行った活動

の成果を別紙様式 3 により報告しなければならない。 

(使用承認内容の変更) 

第 12 条 申請者は，第 6 条の規定により使用の承認を受けた内容を変更（使用期間の更

新を含む。）する必要が生じた場合は，その旨を別紙様式 4 により本部長に申請し，

その承認を受けなければならない。 

2 前項に規定する使用承認内容の変更に係る承認の可否決定及び承認の通知について

は，第 7 条から第 9 条までの規定を準用する。 

(使用の承認の取消し等) 

第 13 条 本部長は，申請者が，当該産学連携オープンラボ使用承認の条件に違反したと

認めるとき又は産学連携オープンラボの管理上支障があると認めるときは，使用の承

認を取り消し，又は当該使用を中止させることができる。 

2 本部長は，前項の使用の取消し又は中止を決定したとき，当該申請者に別紙様式 5 に

より通知するものとする。 

(産学連携オープンラボ負担金) 

第 14 条 申請者は，当該産学連携オープンラボの使用に係る費用を負担しなければなら

ない。 

2 前項の負担金については，別表第 1 のとおりとする。 

(光熱水料) 

第 15 条 申請者は，当該産学連携オープンラボで使用した光熱水料を負担しなければな

らない。 

(原状回復) 

第 16 条 申請者は，当該産学連携オープンラボの使用が終了したとき，又は第 13 条の

規定により本部長が使用の承認を取消したときは，産学連携オープンラボ及び備品等

(以下「施設等」という。)を当該申請者の負担で使用前の状況に回復しなければなら

ない。 

(損害賠償) 



第 17 条 申請者は，その責に帰すべき事由により，当該施設等を滅失，破損又は汚損し

たときは，その損害を賠償しなければならない。この場合において，損害賠償は，申

請者の責任において行うものとする。 

(使用責任者) 

第 18 条 産学連携オープンラボには，使用責任者を置かなければならない。 

2 使用責任者は，産学連携オープンラボの使用に関して法令及びこの内規並びに使用許

可の条件を遵守するとともに，当該産学連携オープンラボにおいて行われる業務の安

全確保に努めなければならない。 

(施設・設備の変更等) 

第 19 条 使用責任者は，目的遂行上，やむを得ず施設又は設備に変更又は改修を加える

必要が生じたときは，事前に本部長に申請しなければならない。 

2 前項に規定する変更又は改修に必要な費用は，当該使用責任者の負担とする。 

3 変更又は改修した施設又は設備については，使用終了時に当該使用責任者の負担によ

り使用前の状況に回復しなければならない。 

(庶務) 

第 20 条 岐阜サイトの管理に関する庶務は，研究推進部研究推進課において処理する。 

(雑則) 

第 21 条 この内規に定めるもののほか，産学連携オープンラボの利用に関し必要な事項

は，本部長が定める。 

附 則 

 この内規は，令和 5 年 5 月 17 日から施行する。 

 

別表第 1(第 14 条関係) 

対象 産学連携オープンラボ負担金 

産学連携オープンラボ（オフィス仕様） 1 か月 1 ㎡当り 2,700 円 

産学連携オープンラボ（実験室仕様） 1 か月 1 ㎡当り 3,100 円 

別紙様式 1(第 6 条関係) 

使用承認申請書 

[別紙参照] 

別紙様式 2(第 9 条，第 12 条関係) 



使用承認書 

[別紙参照] 

別紙様式 3(第 11 条関係) 

活動成果報告書 

[別紙参照] 

別紙様式 4(第 12 条関係) 

使用許可変更承認申請書 

[別紙参照] 

別紙様式 5(第 13 条関係) 

使用取消し・中止通知書 

[別紙参照] 
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別紙様式１（第６条関係） 

 

使 用 承 認 申 請 書 

                                 年  月  日 

                             受付番号：       

 

学術研究・産学官連携推進本部長 殿 

 

下記のとおり東海国立大学機構Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト産学連携オ

ープンラボを使用したいので，承認くださるようお願いします。 

 

記 

 

申請者氏名 

（使用責任者） 

所属・職名： 

住 所： 

電 話： 

E - m a i l： 

産学連携 

オープンラボ 

使用者 

氏 名 所属・職名・電話・E-mail 

  

  

  

  

  

  

  

  

利 用 目 的 

□1.東海国立大学機構における共同研究等による企業の活動に資すること。 

□2.東海国立大学機構におけるスタートアップの活動に資すること。 

□3.東海国立大学機構におけるオープンイノベーションを創成する産学交

流に資すること。 

□4.上記以外の事項。 

該当箇所に☑してください 
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使 用 目 的  

使用計画の概要  

使 用 期 間     年  月  日 ～    年  月  日 

使 用 場 所 産学連携オープンラボ（○○仕様）△ 

申請者区分 

□1.機構構成員        □大学発認定 

□2.大学発ベンチャー企業   □学生 

□3.上記以外の者        2.に該当する場合は上記についても 

該当箇所に☑してください    該当箇所すべて☑してください 

産学連携 
オープンラボ 
負担金の改定 

経済情勢の変動その他の事情の変更に基づいて特に必要があると

□認める場合，産学連携オープンラボ負担金を改定する可能性があ 

ることに同意します。 

原 状 回 復 □退去時，自己負担で原状回復を行います。 

※１ 東海国立大学機構Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト産学連携オープンラ

ボ利用内規第４条に掲げる利用目的に沿った計画とすること。 

※２ 申請者が機構構成員以外の場合は，参考資料として会社概要を提出すること。 

※３ 承認後，内容に変更が生じた場合は，別途，変更の申請をし，承認を得ること。 
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別紙様式２（第９条，第１２条関係） 

 

使 用 承 認 書 

                                年  月  日 

                            受付番号：       

 

   殿 

 

      学術研究・産学官連携推進本部長 

 

 

 

下記のとおり東海国立大学機構Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト 

産学連携オープンラボの使用を許可します。 

 

記 

 

使 用 目 的 

 

使 用 期 間   年  月  日 ～     年  月  日 

使 用 場 所 産学連携オープンラボ（○○仕様）△ 

※ 産学連携オープンラボの使用については，東海国立大学機構 Tokai Open Innovation 

Complex 岐阜サイト産学連携オープンラボ利用内規を遵守し適正に使用すること。 
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別紙様式３（第１１条関係） 

 

活 動 成 果 報 告 書 

                                年  月  日 

                             

学術研究・産学官連携推進本部長 殿 

 

下記のとおり東海国立大学機構Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト産学連携オ

ープンラボにおいて行った活動の成果を報告します。 

 

記 

 

報告者氏名 

（使用責任者） 

所属・職名： 

住 所： 

電 話： 

E - m a i l： 

使 用 場 所 産学連携オープンラボ（○○仕様）△ 

１．使用目的 

 

２．具体的な活動並びに成果 

 

※ 上記活動内容を示すパンフレット等の資料があれば添付すること。 
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別紙様式４（第１２条関係） 

 

使 用 許 可 変 更 承 認 申 請 書 

                                 年  月  日 

                             受付番号：       

 

学術研究・産学官連携推進本部長 殿 

 

下記のとおり東海国立大学機構Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト産学連携オ

ープンラボの使用変更を行いたく，承認くださるようお願いします。 

なお，先に承認いただきました使用承認書を添付します。 

 

記 

 

申請者氏名 

（使用責任者） 

所属・職名： 

住 所： 

電 話： 

E - m a i l： 

産学連携 

オープンラボ 

使用者 

氏 名 所属・職名・電話・E-mail 

  

  

  

  

  

  

  

  

利 用 目 的 

□1.東海国立大学機構における共同研究等による企業の活動に資すること。 

□2.東海国立大学機構におけるスタートアップの活動に資すること。 

□3.東海国立大学機構におけるオープンイノベーションを創成する産学交

流に資すること。 

□4.上記以外の事項。 

該当箇所に☑してください 
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使 用 目 的  

使用計画の概要  

使 用 期 間     年  月  日 ～    年  月  日 

使 用 場 所 産学連携オープンラボ（○○仕様）△ 

申請者区分 

□1.機構構成員        □大学発認定 

□2.大学発ベンチャー企業   □学生 

□3.上記以外の者        2.に該当する場合は上記についても 

該当箇所に☑してください    該当箇所すべて☑してください 

産学連携 
オープンラボ 
負担金の改定 

経済情勢の変動その他の事情の変更に基づいて特に必要があると

□認める場合，産学連携オープンラボ負担金を改定する可能性があ 

ることに同意します。 

原 状 回 復 □退去時，自己負担で原状回復を行います。 

※ 変更箇所を朱書してください。 
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別紙様式５（第１３条関係） 

 

使 用 取 消 し ・ 中 止 通 知 書 

 

                                年  月  日 

                            受付番号：       

 

   殿 

 

                     学術研究・産学官連携推進本部長 

 

 

 

下記のとおり東海国立大学機構 Tokai Open Innovation Complex 岐阜サイト産

学連携オープンラボの使用を取消し・中止します。 

 

記 

 

使用取消し・中止理由  

使用取消し・中止日     年  月  日 

使 用 場 所 産学連携オープンラボ（○○仕様）△ 

 

 


